
 

株式会社ワークポート 

2015年 6月 26日    

【転職希望者のホンネ調査】【転職希望者のホンネ調査】【転職希望者のホンネ調査】【転職希望者のホンネ調査】    

“採用面接官の経験がある人”の“採用面接官の経験がある人”の“採用面接官の経験がある人”の“採用面接官の経験がある人”の 8888割が、割が、割が、割が、    

「面接対策・面接を受ける上で役に立った」と回答。「面接対策・面接を受ける上で役に立った」と回答。「面接対策・面接を受ける上で役に立った」と回答。「面接対策・面接を受ける上で役に立った」と回答。    

    

総合転職エージェント株式会社ワークポート(東京都品川区、代表取締役社長 CEO：田村高広)は、

ワークポート利用者に向けて実施した『転職希望者のホンネ調査』の結果をお知らせ致します。 

 

Q. Q. Q. Q. 今までに企業の採用面接官を経験したことがありますか？今までに企業の採用面接官を経験したことがありますか？今までに企業の採用面接官を経験したことがありますか？今までに企業の採用面接官を経験したことがありますか？    

採用の一番の難関は「面接」と言っても過言ではありません。ワークポートの利用者様からも「面

接での受け答え方がよく分からない」、「面接官の質問の意図が分からない。」や「面接での自己

アピールの仕方が分からない」などの声をよくいただきます。ともすると面接官の気持ちが分か

ると少しは面接に臨みやすくなるのかもしれません。では実際に企業の採用面接官を経験したこ

とのある人はどれだけいるのでしょうか？ 調査の結果、「採用面接官の経験がある」と回答し

た人は 2 割でした。 経験があると答えた人のうち、8 割の方が「面接官の経験が役に立った」と

答えています。ではどんなところが役に立ったのでしょうか。 

●会社に必要な人材を知ることで自分自身もそれに近づける努力ができた。 

●第一印象の大切さがよく分かった。 

●採用面接官がどのような意図で質問するのかがよく理解できた。 

●客観的に自分自身を見ることができた。 

●採用したい人、採用したくない人の基準がよく分かるようになった。 

●採用側の視点では何をチェックしているのか、何が気になるのかを意識できるようになった。 

などの経験ならではの意見が挙がりました。 

逆の立場に立つことで見えてくるものがあっ 

たようです。 

8 割の方が「採用面接官の経験がない」と答 

えています。なかなか経験することは難しい 

ようですが、「もし面接官だったら」という 

思考をもって面接対策を進めていくことも面 

接を突破するためのコツなのかもしれません。 

【調査概要】 

調査内容：転職希望者の意識調査 

調査対象：ワークポートにご来社いただいた 20～40 代の男女（314 名） 

調査期間：2015 年 6 月 15 日(月)～2015 年 6 月 20 日(土) 

▼アンケート掲載ページ     

http://www.workport.co.jp/applicant_data/detail64.html 

facebook：https://www.facebook.com/workport 

■本リリースに関するお問い合わせ  

株式会社ワークポート  担当：横山 

フリーダイヤル ：0120-77-1049（代表）／E-mail ： otoiawase@workport.jp                          

所在地：〒141-0032 東京都品川区大崎 1-2-2 アートヴィレッジ大崎セントラルタワー6F/9F 

URL：http://www.workport.co.jp/corporate/ 


